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日本小児麻酔学会 U40 委員会 

U40 会員向けアンケート調査 結果 

有効回答数：88 名 実施期間：2026 年 7 月 8 日～7 月 22 日  

 

1. 回答者の基本属性 

年齢構成（N=88） 

 

麻酔経験年数（N=88） 

 

保有資格（複数選択） 

 

主な勤務施設 

 

直近 1年間の症例数（6歳未満） 
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2. 小児麻酔の症例経験と現在の対応状況 

これまで最も多く担当していた時期の年間小児麻酔件数 

 

 

小児麻酔領域における現在の対応状況と今後の希望 

 
※ 各領域について、指導医・上級医の直接介入なしに管理できるか、また今後の希望に最も近いものを 1 つ選択。 
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3. 今後の関わり方と障壁 

今後、小児麻酔とどのように関わっていきたいか（複数回答） 

 

小児麻酔に関わるうえで障壁になっていること（複数選択） 

 
※ 障壁については、同一選択肢の複数回答を統合して集計。自由記載の「その他」は図表に含めていません。 
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4. U40 委員会について 

U40委員会の認知（複数選択） 

 

U40委員会に期待する役割（複数選択） 

 

U40委員会の活動に、どの程度関わってみたいか（複数選択） 

 
※ いずれも複数選択。 


